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はじめに
　従来の研究によると、日本語の事実条件文は中国語では「条件文」とされて
いない。それゆえ、事実条件文は中国語母語話者にとって習得が難しいと考え
られる。孟（2015b）ではKYコーパスを使って会話における中国語母語話者
の事実条件文の使用状況を調査した。書き言葉の調査も必要であると考えるた
め、本研究ではYNU書き言葉コーパスを利用して再調査を行った。まず、事
実条件文を収集して中国語母語話者と日本語母語話者の使用状況を対比する。
日本語母語話者は事実条件文を使用しているが中国語母語話者は使用していな
い文脈に対して考察を行った。次に、中国語母語話者による事実条件文の各用
法の使用状況及び形式使用の特徴について述べた。本調査の結果、上級のレベ
ルの中国語母語話者は、事実条件文の用法がほぼ理解できているが、日本語母
語話者のように使えるわけではないことがわかった。文体や体裁によって形式
の使用を間違えたり、母語の干渉により事実条件文を回避して使わなかったり
している。また、習得できていない事実条件文の用法があることも推測される。
ほかに「たら」形式が多用される傾向があり、形式の間違いが多かったことも
考察された。調査の結果を踏まえ、習得できていない原因を分析してみた。用
法・形式の多いことや母語の干渉により習得が難しくなる。また、教材の内容
が不十分であることは習得が難しい要因の一つであるとも考えられる。
1 ．先行研究
　日本語の条件表現は従来多く研究されている。研究者によって分類の仕方が
異なる。日本語記述文法研究会（2008）では、日本語の順接条件節が 5つの基
上級の中国語母語話者による 
事実条件文の使用状況
─YNU書き言葉コーパスの調査を通して─
孟　　　　　慧
26　専修国文　第101号
本的なタイプに分けられるとされている。「仮説条件文」「反事実条件文」「一
般条件文」「反復条件文」「事実条件文」である。事実条件文については以下の
ように定義されている。
　条件文が、過去に 1回の事態が成立したことを意味する場合がある。こ
のような条件文を事実条件文という。
　　（ 1）箱を開けたら、中にハンカチが入っていた。
　　（ 2）ボタンを押すと、お釣りが出てきた。
　このような事実条件は「たら」「と」によって表される。
 （日本語記述文法研究会（2008）p.108）
　また、前田（2009）では条件接続辞1の用法が15種類に分類される。前田（2009）
p.40の表に①〜⑮の各用法の名前を付けたものを表 1として示す。
表 1　前田（2009）による条件接続辞の用法の分類
条件的用法
仮定的
事実的 ①「事実的な反事実条件文」
反事実 ②「反事実的用法」
仮説 ③「仮説的用法」
事実的 ④「事実的な仮説条件文」
非仮定的
多回的
一般・恒常 ⑤「一般条件文」
反復・習慣 ⑥「反復・習慣条件文」
一回的
様々な状況連続 ⑦「連続」
きっかけ ⑧「きっかけ」
発現 ⑨「発現」
発見 ⑩「発見」
非条件的
並列・列挙 ⑪並列・列挙
評価的用法 ⑫評価的用法
終助詞的用法 ⑬終助詞的用法
後置詞的用法 ⑭後置詞的用法
接続詞的用法 ⑮接続詞的用法
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　本研究で扱う事実条件文は前田（2009）では⑦から⑩にあたる。これらをま
とめて「様々な状況を表す場合」と呼ぶ。より便利な呼び方を取ろうと考える
ために本研究では、「事実条件文」という用語を採用することにする。
　前田（2009）は事実条件文をさらに 4つの用法に分けている。
　連続（⑦）とは、同一主体の連続する動作を表す。「と」「たら」が用いられ
る。
（ 3）布団をかぶると眠った。
（ 4）布団をかぶったら眠ってしまった。
　きっかけ（⑧）とは、異主体の連続する動作を表す。「と」「たら」が用いら
れる。
（ 5）兄が殴ると、弟は泣き出した。
（ 6）昨日この薬を飲んだら、よく効きました。
　発現（⑨）とは、前件の継続的状態が存在している時に後件が発生する場合
である。「と」「たら」が用いられる。
（ 7）街を歩いていると、雨が降り出した。
（ 8）本を読んでいたら、電話が鳴った。
　発見（⑩）とは、前件の動作（主に視覚的動作）によって後件の状態を発見
する場合である。「と」「たら」が用いられる。
（ 9）机の上を見ると、本が置いてあった。
（10）ドアを開けたら、父が倒れていた。
　本研究は前田（2009）の分類法に基づいて収集した用例を分類し、学習者の
各用法の使用状況について考察する。
2 ．YNU書き言葉コーパスについて
　YNU書き言葉コーパスとは、横浜国立大学において企画・実行された、日
本語母語話者（30名）と非母語話者（中国語母語話者、韓国語母語話者各30名）
による、各種の書き言葉資料を集めたものである。同一人物に12種類のタスク
を与えて書いてもらい、各母語別のグループ360編ずつ（12タスク×30名）、計
1,080編の作文が収録されている。なお、中国語母語話者30名のレベルは、26
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名が 1級（N1）取得済であり、全体として、一般に上級とされるレベルであ
るとされている。
　YNU書き言葉コーパスを選んだ理由は、YNU書き言葉コーパスは作文コー
パスであり、日本語母語話者と非母語話者（中国語母語話者と韓国語母語話者）
に同じテーマと内容を与えて作文を書いてもらうようになっている。母語別で
ある表現を対比して調査しようと思う場合、YNU書き言葉コーパスのほうが
はっきりした結果が出ることが、利点として挙げられる。また、学習者の使用
状況を十分に考察するために話し言葉だけでなく、書き言葉の調査も必要であ
ると考えた。本研究は中国語母語話者の事実条件文の使用状況をメインに考察
している。調査する際、韓国語母語話者の用例も収集したが、本稿では使用状
況の比較をせずにする。
3 ．母語別の使用状況の概観
　まず、YNU書き言葉コーパスにおける事実条件文の使用状況を概観する。
表の縦軸に事実条件文の形式を、横軸にタスク番号を示している。用例を収集
する際に、「そしたら」「そうしたら」「すると」「そうすると」のような接続詞
で文章をつなげて事実条件を表す用例がたくさん出てきた。これらは複文では
ないが、事実条件関係を表すため、本稿では事実条件文と見なし、考察の対象
例として扱うことにした。また日本語母語話者の接続詞用例には「そしたら」「す
ると」の 2形式が現れるが、一方、中国語母語話者の用例にはさらに「そうし
たら」「そうすると」を加え、 4形式が観察された。以下では「そしたら」「そ
うしたら」を「たら」系接続詞を、「すると」「そうすると」を「と」系接続詞
と呼ぶことにする。得られた事実条件文の用例数をまとめると表 2と表 3に示
す。
表 2　中国語母語話者による事実条件文の使用状況
T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 T11 T12 合計
たら 3 2 0 1 3 1 0 13 0 0 0 11 34
と 1 0 5 1 2 0 0  1 0 0 0  9 19
そしたら／そうしたら 0 0 0 0 0 0 0  1 0 0 0  2  3
すると／そうすると 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0  7  7
合　　計 4 2 5 2 5 1 0 15 0 0 0 29 63
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表 3　日本語母語話者による事実条件文の使用状況
T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8 T9 T10 T11 T12 合計
たら 0 1 0 0 2 0 0 15 0 0 0  0 18
と 0 0 2 0 1 1 0  0 0 0 0 14 18
そしたら 0 0 0 0 0 0 0  1 0 0 0  0  1
すると 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 16 16
合　　計 0 1 2 0 3 1 0 16 0 0 0 30 53
　上の表から、中国語母語話者のほうは事実条件文の使用が多いことがわかる。
そのうち、「たら」、「たら」系接続詞は中国語母語話者のほうが使用が多い。「と」
系接続詞は日本語母語話者のほうが多く使っている。すべてT12に現れる。「と」
は中国語母語話者と日本語母語話者の使用数はほぼ変わらない。特にT12を見
ると、中国語母語話者の用例にはすべての形式が現れ、特に「たら」の用例数
が多いのに対して、日本語母語話者は「と」と接続詞「すると」の 2形式だけ
使っている。また、中国語母語話者の用例は 8つのタスクに分布している。一
方、日本語母語話者の用例は 6つのタスクに分布している。中国語母語話者は
日本語母語話者が使用していない文脈でも事実条件を使用していることが示唆
される。そして、T12では日本語母語話者が特定のシーンで事実条件文を使用
している。これに対して中国語母語話者の用例にはその特定のシーンに事実条
件文がほとんどないことが観察された。さらに、特定文脈を考察した上で具体
的に用例を分析した。前田（2009）に基づいて用例を 4つの用法に分類した。
各用例数を示すと以下のようになる。
表 4　中国語母語話者による事実条件文各用法の使用状況
T1 T2 T3 T4 T5 T6 T8 T12 合計
連　　続 0 0 0 0 1 0  7  6 14
きっかけ 0 0 3 2 4 0  3 16 28
発　　現 0 0 0 0 0 0  0  1  1
発　　見 4 2 2 0 0 1  5  6 20
合　　計 4 2 5 2 5 1 15 29 63
表 5　日本語母語話者による事実条件文各用法の使用状況
T2 T3 T5 T6 T8 T12 合計
連　　続 0 0 0 1  7  5 13
きっかけ 0 2 1 0  0 15 18
発　　現 0 0 1 0  3  8 12
発　　見 1 0 1 0  6  2 10
合　　計 1 2 3 1 16 30 53
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　以下では次の 4点から考察する。
①日本語母語話者が事実条件文を使用しておらず、中国語母語話者が事実条件
文を使用している文脈。
②日本語母語話者が「と」（「すると」）または「たら」（「そしたら」）形式一方
だけを使用している文脈。
③日本語母語話者が事実条件文を使用しているT12の特定のシーン。
④中国語母語話者による事実条件文の各用法の習得及び形式使用の特徴。
4 ．考察
　ここで上で取り上げている 4点から考察を行っていく。
4 - 1 　日本語母語話者が事実条件文を使用しておらず、中国語母語話者が事
実条件文を使用している文脈
　中国語母語話者のT1とT4に事実条件文が現れた。このうちT4については特
に問題が見られなかったことから、T1だけを取り上げる。また、T2はT1とほ
ぼ同じ内容であり、ただ依頼する相手が違うだけなので、T1とT2をペアにし
て観察する。まず、T1とT2のテーマを紹介する。
T1のテーマ
あなたが借りたいと思っている『環境学入門』という本が図書館にはなく、
面識のない田中先生の研究室にあることがわかりました。レポートを書く
ためにはどうしてもその本が必要です。田中先生にそのことをメールでお
願いしてください。
T2のテーマ
あなたが借りたいと思っている『環境学入門』という本が図書館にはなく、
仲の良い鈴木さんが持っていることがわかりました。レポートを書くため
にはどうしてもその本が必要です。鈴木さんにそのことをメールでお願い
してください。
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　T1を観察した結果、中国語母語話者の30編には事実条件文が 4例あった。
日本語母語話者の30編には事実条件文の用例はなかった。（表 2と表 3を参照）
日本語母語話者は事実条件文「たら」「と」のかわりに「たところ」を使って
いる。12例あった。形式の使用を表にまとめると以下のようになる。
表 6　T1における形式の使用状況
たら と たところ
中国語母語話者 3 1  6
日本語母語話者 0 0 12
中国語母語話者による事実条件文「たら」「と」形式の用例
（11）「環境学入門」という本を読みたいですが、図書館にこの本がないので、
宋から聞いたら、田中先生のところにあるのです。（C013_L）
（12）あいにく図書館には置いておらず、よく調べてみたら、先生の研究室
に置いてあるようです。（C061_M）
（13）検索したら、図書館にはなく、先生の研究室にあるという結果が出ま
した。（C047_H）
（14）図書館のネットで調べると、この本は田中先生の研究室にあると考え
られました。（C010_M）
中国語母語話者による「たところ」の用例
（15）図書館の検索システムで調べたところ、図書館にはないが、先生の研
究室に一冊あると分かりました。（C006_M）
（16）本日図書館に「環境学入門」という本を借りに行ったところ田中先生
の研究室に所蔵されているとお聞きしました。（C049_H）
日本語母語話者による「たところ」の用例
（17）授業のレポートを書くために必要なのですが、図書検索をしたところ
先生の研究室にあるようでした。（J001）
（18）『環境学入門』という本を授業のために使いたいと考え、図書館で探し
たところ、田中先生の研究室にあることが分かりました。（J003）
　T2を観察した結果、中国語母語話者の30編には事実条件文が 2例あった。
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日本語母語話者の30編には事実条件文が 1例あった。（表 2と表 3を参照）日
本語母語話者はT1では「たところ」を多く使っているが、T2では 1例もなかっ
た。中国語母語話者の「たところ」の用例が 1例見つかった。
表 7　T2における形式の使用状況
たら と たところ
中国語母語話者 2 0 1
日本語母語話者 1 0 0
中国語母語話者による事実条件文「たら」形式の用例
（19）必要になって、図書館で探したらなかったの。（C047_H）
（20）学校の図書館にあるものを借りようと思ったら、貸出中のようで、ど
うしようかなとちょっと困っちゃって。（C058_H）
中国語母語話者による「たところ」の用例
（21）今日は突然だけど、図書館に本を借りに行ったところ鈴木さんが借り
ていることが分かって連絡したの。（C049_H）
日本語母語話者による「たら」形式の用例
（22）さっき図書館行って借りようとしたんだけど、図書館にないらしくて、
友達に聞いたら鈴木が持っているって聞いたから、もし良かったら貸
して欲しいんだけど…。（J020）
分析
　調査結果から、T1では中国語母語話者が「たら」「と」を使っているのに対し、
日本語母語話者は「たところ」を使っていることが観察された。そこで、「た
ところ」用法と事実条件には関係があると考えられる。庵他（2001）では「た
ところ」は「事実的条件を表すもの」2として扱われている。また小池他（2002）
では「たところ」は「偶然確定条件」3を表す形式としている。そこで、「たと
ころ」が事実条件の周辺的な用法と見なされても良いだろう。しかし、すべて
の場合に置き換えられるかはまた検討する必要があるのではないだろうかと思
う。例えば：
（21）（再掲）#今日は突然だけど、図書館に本を借りに行ったところ鈴木さ
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んが借りていることが分かって連絡したの。（C049_H）
　（21）は学習者によって書かれた文章である。日本語母語話者に聞いてみると、
少し不自然な感じがするそうである。「友人に対して堅苦しい言い方をしてい
るという印象で、やはり使うなら「たら」が自然だ」という話があった。日本
語母語話者の用例を見ると、目上の先生に「たところ」文型を使っているが、
友達に「たところ」文型を使っておらず、代わりとして事実条件文の「たら」
形式を使っている。日本語母語話者は事実条件文を作る際に相手の身分や発話
の場面及び作文を書く際の文体などを配慮し、適切な形式を選択するようにし
ている。一方、学習者のほうはそういった点が習得ができていない。特に「た
ところ」の使用に誤用が見られた。例えば、ID：C049の学習者は先生にも友
人にも「たところ」を使っている。（（16）（21）を参照）
　以上のことで、日本語学習者が「たところ」を使うべきところを「たら」と
「と」形式で表していることが観察された。また、「たところ」が使われていて
も不自然な場合があった。学習者は事実条件の各用法を学習したとはいえ、な
かなか母語話者のように自然の発話ができない。特に「たところ」の用法につ
いて実際に周りの日本語学習者から「「たところ」を勉強したが、普段使って
いない」「「たら」と「と」をよく使っている、「たところ」はあまり使ってい
ない」などのような話を聞いた。教科書や参考書における指導の不足は「たと
ころ」が使われない原因の 1つだと考えられる。「たところ」の用法はグループ・
ジャマシイ（1998）4では詳しく書かれているが、どんな場面で使うかが述べ
られていない。また、日本語記述文法研究会（2008）5では「たところ」は書
き言葉的であると述べている。しかし、話し言葉では全然使わないわけでもな
い。「話し言葉コーパス」を使って「たところ」で検索したところ、事実条件
を表す用例がたくさん出てきた。「たところ」は会話においても使われる。例
えば：
（23）でえー越後湯沢の方に着いてからあのーまーまだ日が高かったのでま
テニスでもしようかっていうことになってま一人千円も出せばコート
借りれるだろうと思って探していたところあのーシーズンオフでとて
も暇らしく結局ただでコートを貸してもらえました。（独話・模擬　
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ID：S01M1614）
（24）でその中からのおーはっすつ発音しにくい単語を等を加えましたって
いいますのは百七十単語を見たところおー意外と発音しにくい単語が
少ないんじゃないかという気がしたんでそこのとこだけいちょっと意
識的に加えた訳でございます。（独話・学会　ID：A01M0812）
　考察①の結果から見ると、中国語母語話者は事実条件文の基本的な用法がほ
ぼ習得できているが、基本用法の延長、いわゆる周辺的な用法はまだ習得でき
ていない。上位群の学習者であっても習得ができていないことが考察された。
そこで、どのように導けば学習者をより日本語母語話者に近い発話ができるか
は指導する際に特に工夫する必要があると考えられる。
4 - 2 　日本語母語話者が「と」または「たら」形式一方だけを使用している文脈
　表 3で示したように、日本語母語話者が事実条件文を使用する際に形式の使
用上に傾きがある。ここでは、中国語母語話者のT8とT12の作文を見る。
T8のテーマ
友達と以下のケータイメールのやりとりをしました。
送信メール：ねえ、鈴木先輩が倒れた話、知ってる？
受信メール：へ、うそ！教えて! !
先日あなたのクラブの先輩がちょっとした事件に
遭ったという話を聞きました。（ 4コマ漫画）。クラ
ブの友達はその話を知りません。4コマ漫画を見て、
どんな事件だったか友達に詳細をメールで教えてあ
げてください。漫画の主人公は鈴木先輩です。
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　T8を観察した結果、中国語母語話者の30編作文には事実条件文が15例あっ
た。そのうち、「たら」形式は13例であり、「と」形式は 1例である。接続詞「そ
したら」が 1例あった。
　日本語母語話者の30編には事実条件文が16例あった。「たら」形式は15例で
あり、「そしたら」は 1例である。
中国語母語話者の事実条件文の用例
（25）が、翌日になると、目を覚めたら、なぜ病院にいたかと先輩は不思議
な顔をしたそうだ。（C006_M）
（26）早起きたら、ぜんぜん覚えてないって。（C013_L）
（27）鈴木先輩がテンション上がって、2曲歌ったら、ガチャーンと倒れちゃっ
た。（C061_M）
（28）俺も聞いた話だけど、なんか就職先の新入社員歓迎会で先輩に飲まさ
れて、ふらふらしながら、カラオケに行ったんだって。そしたら羽目
を外してわいわい騒ぎながら大熱唱したんだって。（C048_H）
日本語母語話者の事実条件文の用例
（29）で、目が覚めたら病院のベッドっていうね。（J005）
（30）で、その後カラオケ行ったんだけど、鈴木先輩、歌ってたらお酒がまわっ
てきちゃったみたいで、気分悪くなって、倒れて急救車で運ばれたら
しいよ。（J017）
（31）その後、 2次会でカラオケとか行ってたらしいんだけど、そしたら倒
れたってさ。（J006）
T12のテーマ
あなたは、小学校新聞の昔話コーナーで、今の季節に合う昔話を書いてほ
しいと頼まれました。新聞の発行が 7月なので「七夕伝説」のストーリー
を書くことにしました。小学生にわかるように、どのような話か詳しく書
いてください。
（★事前に母語による「七夕伝説」を読ませておく。）
　T12を観察した結果、中国語母語話者の30編の作文には事実条件文が29例現
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れた。そのうち、「たら」形式は11例であり、「と」形式は 9例である。「たら」
系接続詞は 2例であり、「と」系接続詞は 7例である。
　日本語母語話者の30編の作文には事実条件文が30例現れた。「と」形式は14
例であり、「すると」は16例である。
中国語母語話者の事実条件文の用例
（32）すると色々な所を探したら、銀河の近くに「彦星」という牛のお世話
をして若い青年が見つかりました。（C047_H）　
（33）でも、二人は毎日一緒にいると、仕事がやらなくなった。（C013_L）
（34）仙人たちは不満に思い、神様に二人が怠けていることを話した。そし
たら、神様が怒って、二人に罰を与えようと考え、年一度の 7月 7日
にしか会えように、織姫と牛郎をそれぞれ銀河の西側と東側に置いた。
（C058_H）
（35）神々は天帝のところに文句を言いに行った。そうすると、天帝はすご
く怒って、二人に罰を与えた。（C043_M）
日本語母語話者の事実条件文の用例
（36）しかし、二人は仲よくなると遊んでばかりではたらかなくなりました。
（J010）
（37）しばらく歩いていると、ある一人の青年が汗をたくさんかきながら一
生懸命馬の世話をし、畑を耕しているのをみかけました。（J011）
（38）「このままじゃおりひめは結婚できないなあ。」そう思った天の神さま
はおりひめの結婚相手を探しに行きました。するととても真面目に働
くひこぼしという青年に出会いました。（J018）
分析
　日本語母語話者が事実条件文を使用する際に形式の使用上に傾きがある。
T8は友人にメールを返信と要求されるので、より話し言葉っぽい表現「たら」
が使われている。T12は物語の描写であり、「と」形式を使うのは一般的であ
るが、また接続詞の「すると」も多用されている。一方、中国語母語話者の事
実条件文の使用状況を見ると、T8では形式の間違いが見られなかったが、T12
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ではすべての形式が使われている。「たら」と「たら」系接続詞を使うのは形
式的な間違いである。
　以上のことで、文体や体裁の違いによって事実条件文の形式の使い分けが異
なることがわかった。学習者は授業で事実条件の形式の使い分けを学習しても、
実際に使う際誤用や不自然の場合がよくある。教師側が教える際に知識を伝え
ることだけでなく、運用の面も含め、学習者に知識を生かせるように工夫する
必要があるだろうと思う。
4 - 3 　日本語母語話者が事実条件文を使用しているT12の特定のシーン
　T12の用例を観察するうち、日本語母語話者の事実条件文の用例が主に 2つ
のシーンに現れていることに気づいた。一方、中国語母語話者はその 2つのシー
ンで事実条件文をほとんど使っていない。
シーン 1：天の神様が彦星と偶然に出会ったシーン
シーン 2：織姫と彦星が出会って恋に落ちたシーン
用例を観察した結果：
シーン 1では、日本語母語話者の事実条件文の用例は12例。（「と」7例、「す
ると」 5例）
中国語母語話者の事実条件文の用例は 2例。（「たら」 1例、
「と」 1例）
シーン 2では、日本語母語話者の事実条件文の用例は 5例。（「と」4例、「す
ると」 1例）
中国語母語話者の事実条件文の用例は 0例。
4 - 3 - 1 　シーン 1の観察
日本語母語話者の事実条件文の用例
（39）お父さんが探していると、ひこ星と呼ばれる牛飼いがいて、その若者
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は一所懸命に働いており、お父さんはこの男こそおり姫にふさわしい
と考えて、彼をおり姫の前に連れていきました。（J020）
（40）天の神さまが天の川の川辺を歩いていると、ひこぼしという青年を見
つけました。（J022）
（41）そこで、天の神さまは、だれか良い人はいないかと探しに行きました。
すると、「ひこぼし」という、とても働き者の男性を見つけました。（J003）
中国語母語話者の事実条件文の用例
（42）王様は娘にいい婿を探していると天の向こう側に住んでいる牛飼いと
いう格好よく勤勉な青年を見つけた。（C006_M）
（43）色々な所を探したら、銀河の近くに「彦星」という牛のお世話をして
若い青年が見つかりました。（C047_H）
中国語母語話者はシーン 1では、事実条件のかわりに以下のような表現を使っ
ている。
（44）彼女にふさわしい相手を探し始めました。結局、ギャラクシーの近く
に牛を飼っている若い男性を見つかりました。（C005_M）
（45）だから玉帝は自ら人間社会へ飛び降りて捜しに捜した結果、ある農業
に携る農民が見つかりました。（C012_L）
4 - 3 - 2 　シーン 2の観察
日本語母語話者の事実条件文の用例
（46）二人を会わせると、すぐにお互いを好きになり、二人は幸せに結婚し
ました。（J004）
（47）おりひめとひこぼしを会わせると、 2人はすぐに意気投合し、仕事も
放り出して、遊ぶようになりました。（J005）
（48） 2 人は、会うとすぐに仲よしになり、結婚しました。（J006）
（49）おりひめとひこぼしが初めて顔を合わせると、 2人は一瞬でお互いの
ことが気に入りました。（J007）
（50）早速天の神様は彦星と織姫を会わせました。するとどうでしょう、 2
人はお互いに一目ぼれ。 2人は大変仲良くなりました。（J030）
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中国語母語話者はシーン 2では、事実条件のかわりに以下のような表現を使っ
ている。
（51）神は「織女」と「牛郎」会わせたのです。二人は一目惚れになって、
すぐ結婚したのです。（C013_L）
（52）“織女” と “牛郎” 最初に会ったときにも一目惚れになって、お互いに
好きになりました。（C036_L）
（53）牛郎と織女とであった瞬間、すぐに愛し合った。（C050_L）
分析
　日本語母語話者の使用と比較し、中国語母語話者の使用に以下のような問題
点が取り上げられる。
① 日本語母語話者が事実条件を使用している文脈を中国語母語話者が「結局」
「結果」「時」「瞬間」のように語彙的に働きかけを表している。
（44）（再掲）彼女にふさわしい相手を探し始めました。結局、ギャラクシー
の近くに牛を飼っている若い男性を見つかりました。（C005_M）
（45）（再掲）だから玉帝は自ら人間社会へ飛び降りて捜しに捜した結果、あ
る農業に携る農民が見つかりました。（C012_L）
（52）（再掲）“織女” と “牛郎” 最初に会ったときにも一目惚れになって、お
互いに好きになりました。（C036_L）
（53）（再掲）牛郎と織女とであった瞬間、すぐに愛し合った。（C050_L）
② シーン 2では事実条件文を使用すべきところを 2つの文によって表される場
合がある。
（51）（再掲）神は「織女」と「牛郎」会わせたのです。二人は一目惚れになっ
て、すぐ結婚したのです。（C013_L）
（54）“天神” はチャンスを作り、二人を会わせた。二人はお互いに一目惚れ
で恋に落ちた。（C033_H）
　日本語の事実条件文を中国語に訳すと色々な訳し方がある。その中、「…的
果」「…的 候」に訳される場合がよくある。筆者は自身の経験を踏まえ、
中国語母語話者が母語の影響を受けて直感で（文型のかわりに語彙で）文章を
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書くと（44）（45）（52）（53）のような文章になりやすいだろうと思う。また、
シーン 2では事実条件文が中国語母語話者に使われず、 2つの文で表現される
という問題点については、日中条件文の違いにより学習者は事実条件文の「きっ
かけ」用法を十分に理解していないことが原因の一つだと考えられる。中国語
母語話者の「きっかけ」用法の習得については 4 - 4 で述べることにする。
4 - 4 　中国語母語話者による事実条件文の各用法の習得及び形式使用の特徴
　 4 - 1 から 4 - 3 では特定文脈における中国語母語話者の事実条件文の使用状
況を考察した。第 3章「母語別の使用状況の概観」では、前田（2009）に基づ
いて得られた事実条件文の用例を 4つの用法に分類している。この 4 - 4 では、
各用法の習得状況を考察する。また、日本語母語話者と比較し、中国語母語話
者による形式の使用に見られた特徴について論じる。
4 - 4 - 1 　「連続」用法の習得
　中国語母語話者の「連続」用法の用例を観察しているうちに誤用例が見られ
た。特に「たら」形式の誤用が起こりやすい。
（55）よく考えたら、「じゃ、毎年の 7月 7 日、二人を会わせしょうか」と
決意しました。（C022_L　T12）
（56）退院したらすぐ就職活動に取りくみ、他の人よりもっとやる気がでま
した。（C061_M　T5）
　前田（2009）では、仁田（1987）を引用して「意志的動作が連続する用法で
は、原則として「たら」は使われないが、後件が非意志的動作である場合には
可能であることが指摘されている」と述べている。それを踏まえ、（55）（56）
を見ると後件動詞が意志的動作を表しているため、規則によって判断すると正
の使い方ではない。しかし、「と」形式の場合は後件に意志的動作の動詞が来る。
以上のことから誤用の原因を分析してみると、学習者は両形式の使い方を混同
して誤用してしまうということが推測できる。
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4 - 4 - 2 　「きっかけ」用法の習得
　前田（2009）によると、異主体による動作の連続であるきっかけ用法では、
前件が後件を引き起こすと言う因果関係を持つ。しかし、因果関係が見られな
い場合もある6としている。そこで、前後文脈に因果関係が存在するかどうか
によって「きっかけ」用法を 2種類に分けられると考えられる。T12のシーン
2を考察しているうちに、日本語母語話者と中国語母語話者による「きっかけ」
用法に使用の差が見られた。日本語母語話者は事実条件文「きっかけ」用法を
使用している文脈では中国語母語話者は事実条件文を使っておらず、 2つの文
章によって表現していることが観察された。それは学習者が「きっかけ」用法
を十分に理解していないという理由を付けている。
（49）（再掲）おりひめとひこぼしが初めて顔を合わせると、 2人は一瞬でお
互いのことが気に入りました。（J007　T12）
（54）（再掲）“天神” はチャンスを作り、二人を会わせた。二人はお互いに
一目惚れで恋に落ちた。（C033_H　T12）
　（49）は前後文脈に因果関係のない「きっかけ」用法である。筆者は孟（2015a）
は日中複文の体系を対照した上で日本語の事実条件文が中国語複文における位
置づけについて論じている。中国語「条件文」と日本語「条件文」の用法が異
なる。中国語の「条件文」は前後文脈に因果関係があることが特徴である。こ
ういう因果関係のない場合、中国語では条件表現とされていないため、中国語
母語話者が条件文と認識しにくく、それで習得ができていないと考えられる。
4 - 4 - 3 　「発現」用法の習得
　収集した用例数を見ると、「発現」用法が中国語母語話者にあまり使われて
いないことがわかる。（表 4と表 5を参照）一方、日本語母語話者は多く使っ
ている。特にT12には 8例があった。そしてすべて同じ場景を描写している。
（57）神様が川のそばを歩いていると一人の若者に出会いました。（J009　
T12）
（58）天の神さまがしばらく歩いていると、天の川の近くに、それはそれは
真面目な青年がおりました。（J024　T12）
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　中国語母語話者は「発現」用法のかわりに語彙的な表現を使っている。その
原因について 4 - 3 の分析で既に述べているが、翻訳の仕方が多様で、語彙で
表現できるため、中国語母語話者が母語の影響を受け、無意志的に回避してし
まって使えなくなるかもしれない。
4 - 4 - 4 　「発見」用法の習得
　タスクごとに見た結果、中国語母語話者は「発見」用法はほぼ習得ができて
いる。ただし、文体によって形式の間違いが見られた。 4 - 1 ではT1における
事実条件文の使用状況を考察した。中国語母語話者は「たら」形式で「発見」
用法を表している。一方、日本語母語話者は「たところ」で発見のきっかけを
表している。
4 - 4 - 5 　形式使用の特徴
　中国語母語話者の12タスク作文を観察し、形式の使用には特徴が見られた。
特徴①「たら」「たら」系接続詞だけ使う学習者がいた。
　ID：C036の学習者はすべてのタスクに「たら」「たら」系接続詞を使って事
実条件文を表している。
特徴②学習者は「と」形式より「たら」形式を多用する傾向がある。
　中国語母語話者による「たら」形式の使用数の合計は日本語母語話者よりは
るかに多い。 2倍近くの差がある。（表 2と表 3を参照）特にT12では「と」
を使うべきところを「たら」を使っている。
特徴③図表を説明する場合に事実条件文が使われる。
　T3はグラフの内容を説明する文章を書いてもらうというテーマである。日
本語母語話者は一般条件文を使っているのに対し、中国語母語話者は事実条件
文を使っている。
（59）このグラフを見ると2004年に10万台売れていたデジタルカメラが、 2
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年間にかけて徐々に減り、2006年には 6万台にまで落ちていることが
わかる。（J002　T3）
（60）グラフ全体を見ると、2004年からA社のデジタルカメラの販売台数が
だんだん減少し、2004のピーク100千台から2006の60千台に下がったと
わかった。（C033_H　T3）
特徴④物語を書く場合に形式が間違っている。
　T12は七夕伝説の物語を書く作文である。日本語母語話者は「と」または「す
ると」を使って場景を表す。中国語母語話者は「たら」「と」両方使っていて、
また「たら」一方しか使っていない学習者がいることに気づいた。ID：C042、
C048の学習者はT12では「たら」「と」両方を使っている。ID：C022、C046、
C058の学習者は「たら」「そしたら」形式しか使っていない。
特徴⑤「そうすると」「そうしたら」が使われる。
　T8とT12では日本語母語話者も中国語母語話者も接続詞を使って事実条件
を表現している。日本語母語話者は「すると」と「そしたら」を使っているが、
中国語母語話者は「そうすると」「そうしたら」も使っている。
おわりに
　本研究は話し言葉コーパス調査に引き続き、書き言葉コーパスを利用して上
級の中国語母語話者による事実条件文の使用状況について考察を行った。まず、
事実条件文を収集して中国語母語話者と日本語母語話者の使用状況を対比し
た。日本語母語話者は事実条件文を使用しているが中国語母語話者は使用して
いない文脈に対して考察を行った。考察した結果、中国語母語話者は事実条件
文の用法がほぼ理解できているが、日本語母語話者のように使っているわけで
はない。教科書や参考書の説明によってカバーされていない事実条件文の習得
ができていない。また、日本語母語話者が事実条件文を使用する際に形式の使
用上に傾きがある。一方、中国語母語話者は作文の体裁によって形式の判断に
間違いがある。そして、母語の干渉により中国語母語話者は事実条件文を回避
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して使わない傾向が見られる。特定文脈を考察した上で事実条件文の各用法の
使用状況も考察した。その結果、「連続」用法は特に「たら」形式の使用に誤
用が起こりやすい。日中条件文の違いによって「きっかけ」用法の習得が難し
くなる。また、中国語母語話者は母語の影響を受け、「発現」用法のかわりに
語彙的な表現を使っている。「発見」用法については学習者はほぼ習得できて
いるが、日本人のように文体によって形式を使用することができないことが考
察された。さらに、中国語母語話者による事実条件文の形式使用の特徴をまと
めた。中国語母語話者に「たら」形式「たら」系接続詞だけ使っている学習者
がいる。「たら」形式が多用される傾向がある。図表を説明する場合に日本語
母語話者は一般条件文を使っているが、中国語母語話者は事実条件文を使って
いる。物語を描写する場合に学習者は「たら」形式で表現している。形式の間
違いが見られる。また、日本語母語話者の使っていない形式「そうすると」「そ
うしたら」が中国語母語話者が使っていることは特徴の 1つとして取り上げて
いる。
　考察結果をまとめて見ると、上級の中国語母語話者は事実条件文の用法がほ
ぼ理解できているが、日本語母語話者のように使うことまではできない。用法・
形式の多いことや母語の干渉により習得が難しくなる。また、教材の内容が不
十分であることは習得が難しい要因の一つであるとも考えられる。本調査を通
して、学習者の習得を上達させ、より日本人に近い発話ができるためにどのよ
うに指導すればいいか指導者が特に工夫する必要があると思っている。
注
1 ．前田（2009）では、通常「条件を表す接続助詞」として扱われることの多
い「ば」「なら」「と」「たら」について見ていくことにすると述べている。
2．庵他（2001）では、条件の中には後件が実現したことを表すものがある。
これを事実的条件という。事実的条件で使えるのは「と」「たら」である。
前件の動作の結果後件が起こった場合「たら」は使えるが「と」は使いに
くい。この場合「たところ」という言い方も使えるという。
3．林他（2002）によると、偶然確定条件は、前件の事態になったとき、たま
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たま後件の事態が起こったり、そのような事態を目にすることをいう。「と」
のほかに、「たら」や「たところ」の形が用いられ、書き言葉などでは「ば」
も使われる。
4．グループ・ジャマシイ（1998）では「たところ」（順接）用法の説明が以
下のように示されている。動作を表す動詞のタ形に付いて、後に続くこと
がらの成立や発見のきっかけを表す。前後にくる事柄には直接的な因果関
係はなく「…したら、たまたま/偶然そうであった」という関係である。
後に続くことがらは前の動作をきっかけに話し手が発見した事態で、すで
に成立している事実の表現が用いられる。
5．日本語記述文法研究会（2008）では助詞のつかない「ところ」には 2つの
用法があると述べている。そのうちの 1つ用法は、従属節が動詞の過去形
で、主節が従属節の動作による結果や発見を表す場合である。この用法は
「たら」などを用いた事実条件文に近い。「ところ」は書き言葉的であると
いう。
6．前田（2009）による因果関係が見られない場合を以下のように整理してい
る。①時間の経過を表すことばがその後すぐに続く場合である。②後件に
出現を表す事態が来る場合は、発見（後件が存在を表す）に近づいていく。
③前件が動作の完了後の状態を意味する場合には、後に見る発現（前件が
状態）に近づいていく。
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